
整備事業評価書（強い農業づくり交付金）

都道府県による総合所見 地方農政局等による総合所見

産地競争力の強化 14 0 14 63.2 6 有

　果樹、茶改植事業については、1事業を除き目標達成して
おり、十分な事業効果が得られた。
　防霜ファン施設整備については、適切な栽培管理や早期成
園化技術により目標達成されるように支援、指導していく。
　果樹類の集出荷施設については、振興品種やブランド品種
の出荷割合を増加させるよう早期に改植等を推進するととも
に、上位規格品の増加に向け肥培管理を徹底し安定的な生
産を指導する。

　果樹の集出荷貯蔵施設のうち４地区及び茶の農作物被害
防止施設２地区について、成果目標の達成状況が悪く、事業
効果が得られていない。

　果樹の集出荷貯蔵施設については、振興品種やブランド品
種の栽培割合や出荷割合が増加していないことから、改植
等の推進により振興品種やブランド品種以外の既存品種か
らの早期転換を図る。また、上位規格品種の割合が事業計
画時点より減少している地区については、事業計画時点にお
ける栽培指針も参考にしつつ、近年の異常気象への対応方
策を踏まえた栽培指針を作成の上、栽培指針に沿った肥培
管理を徹底する必要がある。

　茶の農作物被害防止施設については、適切な剪定や肥培
管理を行う事で早期成園化に努めるとともに、台切り更新を
行う原因となった干ばつ、塩害への対策に関する技術指針を
周知・徹底し、被害の未然防止に努めつつ、被害が生じた際
には適切な対策により被害を最小化出来る生産体制の構築
が必要である。

　県に対しては目標達成のための改善措置の内容と成果の
報告を求める。

食品流通の合理化

（注）１．「成果目標の平均達成率」欄は、別紙様式２に記載された率について確認の上、転記する

　　　２．「都道府県による総合所見」欄は別紙様式２に記載された内容を確認の上、転記する

地方農政
局等から都
道府県計
画の改善
指導の必
要の有無

（都道府県名：静岡県）
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へ改善指
導を必要と
した地区数



整備事業（平成１７年度実施事業）
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（静岡県　平成26年度）
メ

ニュー
①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府

県費

市町村
費

その他

静岡
市(旧
蒲原
町)

蒲原町
柑橘改
植組合

果樹
(柑橘）

　【果樹
（柑橘）】
高品質品種
の栽培面積
増加

6.24
ha

12.52
ha

12.52
ha

12.52
ha

11.5
ha

119.3%

高品質
品種の
栽培面
積
6.28ha
増加

耕種作物小規模土地
基盤整備
　優良品種系統等への
　　改植
　　　　1.00ha

1,359,532 679,000 680,532 H18.3.31

  平成17年度に改植
が実施された園地
（1.00ha）について
は優良品種が良好に
管理されており、目
標に対して100％以
上達成されている。

今後も栽培管理を徹
底し、収量を増加さ
せる。労働時間の削
減率について調査す
ることで、事業の効
果の把握を行う。

静岡
市

新丹谷
地区柑
橘植栽
組合

果樹
(柑橘）

　【果樹
（柑橘）】
高品質品種
の栽培面積
増加

3.95
ha

16.75
ha

16.75
ha

16.75
ha

18.0
ha

91.1%

高品質
品種の
栽培面
積
12.80ha
増加

耕種作物小規模土地
基盤整備
　優良品種系統等への
　　改植
　　　　1.11ha

3,013,179 1,504,000 1,509,179 H18.3.31

  平成17年度に改植
が実施された園地
（1.11ha）について
は優良品種が良好に
管理されており、目
標に対して概ね達成
されている。

今後も栽培管理を徹
底し、収量を増加さ
せる。労働時間の削
減率について調査す
ることで、事業の効
果の把握を行う。

計画時
（平成
16年）

完了
年月
日

特別
枠加
算の
取組
の具
体的
な実
績

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
22年）

達成率
目標値
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

成果目
標の具
体的な
実績①

事業実施後の状況②

７年後
（平成
23年）

成果目
標の具
体的な
実績②

３年後
（平成
25年）

負担区分（円）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

成果目標の
具体的な内

容②
事業実施主体の評価 都道府県の評価

（対象
作物・
畜種等
名）①

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

８年後
（平成
24年）

９年後
（平成
25年）



整備事業（平成１８年度実施事業）
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（静岡県　平成26年度）
メ

ニュー
①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府

県費

市町村
費

その他

沼津
市

(有)サ
ンスル

ガ

畑作
物・地
域特産

物
（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　10
ａ当たり労
働時間を低
減

122.41
時間

28.73
時間

22.46
時間

18.87
時間

86.93
時間

291.8%

10ａ当
たり労
働時間
は84.6%
低減し
た

耕種作物小規模土地
基盤整備
　優良品種系統等への
　　改植
　　　　1.38ha

3,997,580 1,885,000 387,000 1,725,580 H19.3.28

　作業環境の整備に
より効率的な管理が
行われ、労働時間を
84.6%削減を行うこ
とができ、事業効果
は大きい。

当初の成果目標を早
い段階で大幅に上回
り、更に年々労働時
間は削減することが
できている。今後も
作業効率を上げるこ
とを徹底し、効率的
な経営を行うように
指導する。

富士
市

富士市

畑作
物・地
域特産

物
（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　10
ａ当たり労
働時間を低
減

122.41
時間

21.5
時間

21.5
時間

25.5
時間

81.2
時間

235.2%

10ａ当
たり労
働時間
は79.2%
低減し
た

耕種作物小規模土地
基盤整備
　優良品種系統等への
　　改植
　　　　1.0ha

3,142,650 1,490,000 1,652,650 H19.3.20

　基盤整備園への植
栽を実施し、適正な
管理により早期成園
化がなされた。乗用
型摘採機等により労
働時間が79.2％削減
され、成果目標を達
成した。

事業実施により、茶
園管理の省力化が図
られ、低コストの茶
生産が実現してい
る。

川根
本町

ヒロヲ
植栽組
合

畑作
物・地
域特産

物
（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　10
ａ当たり労
働時間を低
減

91.8
時間

59.8
時間

51.0
時間

30.1時
間

60.6時
間

197.7%

10ａ当
たり労
働時間
は67.2%
低減し
た

耕種作物小規模土地
基盤整備
　優良品種系統等への
　　改植
　　　　2.84ha

15,750,000 7,875,000 7,875,000 H19.3.20

植栽後の生育は順調
であり、受益者の共
同作業により茶園管
を行っており、併せ
て乗用型茶園管理機
及び摘採機の導入に
よる作業の省力化を
計画的に図ってい
る。
　この結果として、
成果目標達成率
197.7%と目標を上
回っており、今後も
より省力化等コスト
低減を図れる形で計
画的な共同化作業の
実施を進める。

　
　今後も、管理組織
による計画的な共同
管理の実施により、
生産コスト低減に向
けた取り組みを支援
する。

牧之
原市

菅山原
植栽組
合

畑作
物・地
域特産

物
（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　10
ａ当たり労
働時間を低
減

122.41
時間

83.6
時間

65.4
時間

53.0
時間

83.7
時間

179.3%

10ａ当
たり労
働時間
は56%低
減した

耕種作物小規模土地
基盤整備
　優良品種系統等への
　　改植
　　　　1.336ha

5,565,000 2,782,000 2,783,000 H19.3.28

基盤整備施行後、防
霜施設・潅水施設等
の整備により圃場の
整備も進んでいる。
茶園の共同管理など
効率的な茶園管理に
取り組み、茶樹も順
調に生育しており、
高品質な生葉の生産
を期待している。

 成園化による機械
化管理が可能にな
り、茶園管理のさら
なる省力化が期待さ
れるので、生産コス
トに低減に向けた取
組みを支援する。

目標値
（平成
25年）

達成率

目標値
（平成
25年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
22年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

計画時
（平成
17年）

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

３年後
（平成
25年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

成果目
標の具
体的な
実績①

成果目標の
具体的な内

容②

事業実施後の状況②

成果目
標の具
体的な
実績②

特別
枠加
算の
取組
の具
体的
な実
績

負担区分（円）

完了
年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価
（対象
作物・
畜種等
名）①



整備事業（平成１８年度実施事業）
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（静岡県　平成26年度）
メ

ニュー
①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府

県費

市町村
費

その他

目標値
（平成
25年）

達成率

目標値
（平成
25年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
22年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

計画時
（平成
17年）

６年後
（平成
23年）

７年後
（平成
24年）

８年後
（平成
25年）

３年後
（平成
25年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

成果目
標の具
体的な
実績①

成果目標の
具体的な内

容②

事業実施後の状況②

成果目
標の具
体的な
実績②

特別
枠加
算の
取組
の具
体的
な実
績

負担区分（円）

完了
年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価
（対象
作物・
畜種等
名）①

森町
(株)あ
まがた
農園

畑作
物・地
域特産

物
（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　10
ａ当たり労
働時間を低
減

122.41
時間

46.0
時間

46.8
時間

41.7
時間

83.7
時間

208.4%

10ａ当
たり労
働時間
は65.9%
低減し
た

耕種作物小規模土地
基盤整備
　優良品種系統等への
　　改植
　　　　2.71ha

12,229,000 5,924,000 6,305,000 H19.3.30

乗用型茶摘採機で作
業できる茶園とな
り、労働時間を
65.9%削減でき、大
幅な省力化が図られ
た。

　茶園の基盤整備に
より、乗用型茶園管
理機（摘採（ｺﾝﾃﾅ
式）、防除、管理
（深耕、中切り））
の利用が可能とな
り、大幅に省力化さ
れた。今後は、更な
る品質、収量の向上
を図るため栽培管理
方法等について支援
を強化して行く。



整備事業（平成２３年度実施事業）
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（静岡県　平成26年度）
メ

ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費
備
考

（円）

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府

県費

市町村
費

その他

沼津
市

南駿農
業協同
組合

果樹
(柑橘）

【畑作物・
地域特産物
(柑橘）】
全出荷量に
占めるブラ
ンド品「寿
太郎温州」
の割合を増
加させる。

40.0% ― 41.3% 44.2% 49.3% 45.1%

全出荷
量に対
するブ
ランド
品種で
ある寿
太郎う
んしゅ
うの割
合は全
体の44%
を越え
ている
が、目
標に対
し、45%
の達成
率とそ
の増加
率は低
い。

果樹
(柑橘）

【畑作物・
地域特産物
(柑橘）】
全出荷量に
占める振興
品種「日南
１号・ゆら
早生・はじ
め・寿太郎
温州」の割
合を増加さ
せる。

45.2% ― 49.1% 54.3% 60.4% 59.8%

全出荷
量に対
する西
浦産地
振興品
種の割
合は全
体の54%
を越え
ている
が、目
標に対
し、約
60%の達
成とそ
の増加
率は低
い。

耕種作物共同利用施設
整備
集出荷貯蔵施設
集出荷施設
　選果機（16条2系
統）

384,300,000 183,000,000 201,300,000 H24.9.10

整備した機械の利用
率については、目標
値を超えており、出
荷量の増加へも対応
できている。ブラン
ド品種や振興品種の
出荷割合について
は、増加しているも
のの、平成25年の酸
度低下による腐敗果
の多発、また、振興
品種以外の生産量が
予想より多かったこ
とから、目標値を達
成しておらず、今
後、栽培管理等を徹
底し、目標を達成し
たい。

整備された機械の利
用率は、目標値に達
しており、平成25年
度の出荷量の急増に
も対応できた。平成
25年度の高温傾向等
による酸含量の低下
により、寿太郎温州
や日南１号の腐敗が
進み、成果目標の達
成率低下につながっ
た。今後は、品種更
新による寿太郎温
州・振興品種の出荷
比率の向上、およ
び、栽培管理の徹底
による隔年結果の是
正を図り、目標達成
に向けて指導する。

静岡
市

清水農
業協同
組合

果樹
(柑橘）

　【果樹(柑
橘）】　全
出荷量に占
める上位規
格品（秀
品）の割合

30.7% ― 18.1% 15.1% 46.5% -98.8%

全 出 荷
量 に 占
め る 上
位 規 格
品 の 割
合15.1%

果樹
(柑橘）

　【果樹(柑
橘）】　全
栽培面積に
占める振興
品種「日南
１号、ゆら
早生、興津
早生、宮川
早生、青島
系温州、寿
太郎温州、
はるみ、ス
ルガエレガ
ント、こん
太」の割合

81.2% ― 81.9% 83.1% 97.0% 12.0%

全栽培
面積に
占める
振興品
種の割
合

83.1％

耕種作物共同利用施設
集出荷貯蔵施設
　　建物
　　　鉄骨２階造り
　　選果設備
　　荷受設備
　　製品ラインコンベ
ア
　　パッキング設備
　　ケース自動倉庫シ
ステム
　　制御システム
　　　情報システム

674,430,750 321,157,000 353,273,750 H24.12.19

平成23年度（平成24
年度繰越し）に実施
計画どおり適切に施
設整備がなされた。
全出荷量に占める上
位規格品の割合は、
異常気象や台風の影
響により風傷果やか
いよう病等が多く発
生したため、達成率
が低かった。振興品
種の割合は、378ha
が振興品種に改植さ
れたが、一部の品種
（太田ポンカン、不
知火等）は、共選場
取扱品目であるため
改植が進まず目標達
成することができな
かった。

上位規格品の割合に
ついては、気象の影
響で、病害虫の発生
が多く、上位規格品
の割合が低下したた
め、目標達成するこ
とができなかった。
今後は、生産管理の
指導を強化させ、目
標達成に努める。振
興品種の割合につい
ては、一部基盤整備
工事の遅れもあり、
目標達成できなかっ
た。今後は、改植事
業の活用により振興
品種の割合を増加さ
せる。

目標値
（平成
25年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
22年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

事業実施主体の評価
３年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

特別
枠加
算の
取組
の具
体的
な実
績

負担区分（円）

完了
年月
日

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

成果目
標の具
体的な
実績①

成果目標の
具体的な内

容②

事業実施後の状況②

成果目
標の具
体的な
実績②

都道府県の評価
（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
22年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

３年後
（平成
25年）



整備事業（平成２３年度実施事業）
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（静岡県　平成26年度）
メ

ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費
備
考

（円）

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府

県費

市町村
費

その他

目標値
（平成
25年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
22年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

事業実施主体の評価
３年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

特別
枠加
算の
取組
の具
体的
な実
績

負担区分（円）

完了
年月
日

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

成果目
標の具
体的な
実績①

成果目標の
具体的な内

容②

事業実施後の状況②

成果目
標の具
体的な
実績②

都道府県の評価
（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
22年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

３年後
（平成
25年）

牧之
原市

涼松防
霜施設
組合

畑作
物・地
域特産
物

（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　防
霜対策未実
施面積にお
ける防霜対
策の実施

0ha ― 5.68ha 5.68ha 5.68ha 100.0%

防霜対
策未実
施面積
におけ
る防霜
対策を
100％実

施

畑作
物・地
域特産
物

（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　10
ａ当たり単
収の増加

836kg/
10a

― ― 0kg/10a
1100kg
/10a

-316.6%

目標年
度での
成園化
ができ
ず、-
317.5%
の達成
率で
あっ
た。

耕種作物共同利用施設
農作物被害防止施設
　　5.68㏊

25,515,000 12,757,000 12,758,000 H24.12.26

凍霜害により生育が
阻害されないように
防霜ファンの設置を
行ったが、平成24年
6月の台風4号の塩害
により被害を生じ
た。その後も樹勢が
戻りきらず生育が芳
しくない状況だった
ので、台切り更新に
よる管理を施した。
これらのことによ
り、目標年度での成
園化ができず目標達
成が困難な状況と
なった。
今後は適切な栽培管
理によって成園化を
図り、目標達成を目
指す。

防霜ファンの設置に
より凍霜被害から茶
園を守る茶園環境が
整備できたが、台風
による塩害の影響を
受け成園化ができな
かった。
今後は、茶園が成園
となり、目標が達成
されるように支援し
ていく。

牧之
原市

ナルコ
原防霜
施設組
合

畑作
物・地
域特産
物

（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　防
霜対策未実
施面積にお
ける防霜対
策の実施

0ha ― 5.89ha 5.89ha 5.88ha 100.2%

防霜対
策未実
施面積
におけ
る防霜
対策を
100.2％
実施

畑作
物・地
域特産
物

（茶）

【畑作物・
地域特産物
(茶）】　10
ａ当たり単
収の増加

836kg/
10a

― ― 0kg/10a
1100kg
/10a

-316.6%

目標年
度での
成園化
ができ
ず、-
317.5%
の達成
率で
あっ
た。

耕種作物共同利用施設
農作物被害防止施設
　　5.89㏊

23,835,000 11,917,000 11,918,000 H24.12.26

凍霜害により生育が
阻害されないように
防霜ファンの設置を
行ったが、夏季の干
ばつや塩害により、
生育に影響が出たた
め、生育を促すため
台切り更新による管
理を施した。これら
のことにより、目標
年度での成園化がで
きず目標達成が困難
な状況となった。
今後は適切な栽培管
理によって成園化を
図り、目標達成を目
指す。

防霜ファンの設置に
より凍霜被害から茶
園を守る茶園環境が
整備できたが、夏季
の干ばつや塩害の影
響を受け成園化がで
きなかった。
今後は、茶園が成園
となり、目標が達成
されるように支援し
ていく。

浜松
市

三ヶ日
町農業
協同組
合

果樹
(柑橘）

【果樹（柑
橘）】　全
出荷量に占
める上位等
級（特選・
秀品）の割
合を増加さ
せる。

20.3% ― 29.9% 40.6% 35.3% 135.3%

目標に
対して
135.3%
の達成
率を上
げるこ
とがで
きた。

果樹
(柑橘）

【果樹(柑
橘）】
「マルエム
三ケ日みか
ん」（糖度
10度以上、
酸1.2以下）
の出荷割合
を増加させ
る。

80.9% ― 85.7% 88.1% 90.9% 72.0%

目標に
対して
72.0
パーセ
ントの
達成率
にとど
まっ
た。

果樹
耕種作物共同利用施設
集出荷貯蔵施設
選果機（45条4系列）

845,439,000 402,590,000 442,849,000 H24.9.28

三ケ日みかんの出荷
量のうち「マルエム
三ケ日みかん」の出
荷量が占める割合に
関しては、個別面談
を実施し、担い手の
経営支援及び規模拡
大を図るとともに農
地銀行を利用し、担
い手への園地流動化
を促進させる。

出荷物の上位等級率
の割合については、
向上がみられてお
り、事業効果が現れ
ている。「マルエム
三ケ日みかん」の占
有率拡大について
は、担い手の規模拡
大や園地流動化を今
まで以上に積極的に
行っていく必要があ
る。



整備事業（平成２３年度実施事業）
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（静岡県　平成26年度）
メ

ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費
備
考

（円）

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府

県費

市町村
費

その他

目標値
（平成
25年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
22年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

事業実施主体の評価
３年後
（平成
25年）

目標値
（平成
25年）

達成率

特別
枠加
算の
取組
の具
体的
な実
績

負担区分（円）

完了
年月
日

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

成果目
標の具
体的な
実績①

成果目標の
具体的な内

容②

事業実施後の状況②

成果目
標の具
体的な
実績②

都道府県の評価
（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
22年）

１年後
（平成
23年）

２年後
（平成
24年）

３年後
（平成
25年）

浜松
市
湖西
市

とぴあ
浜松農
業協同
組合

果樹
(柑橘）

【果樹(柑
橘）】　取
扱量の上位
規格品
（Ｌ・Ｍ・
Ｓ）の割合
を増加させ
る。

75.6% ― 84.4% 71.4% 88.6% -32.3%

目標に
対して
-32.3%
の達成
率にと
どまっ
た。

果樹
(柑橘）

【果樹（柑
橘）】　全
栽培面積に
占める振興
品種の割合
を増加させ
る。

8.4% ― 10.4% 10.2% 18.2% 18.3%

目標に
対して
18.3%の
達成率
にとど
まっ
た。

柑橘
耕種作物共同利用施設
集出荷貯蔵施設
柑橘選果ライン　コン
テナ対応設備

60,894,750 28,997,000 31,897,750 H24.7.31

コンテナラインにつ
いては処理量目標は
未達成であったが、
利用率向上により経
費削減に効果があ
り、販路拡大により
利用率向上を目指
す。上位規格品の割
合は着果率の減少に
影響され、肥大が進
んだことから目標を
大幅に下回る結果と
なった。栽培技術指
導により上位規格品
の生産拡大を図る。

振興品種の割合の増
加については、徐々
に事業効果が認めら
れており、さらに推
進を図っていく必要
がある。上位規格品
の割合の増加につい
ては、隔年結果性が
強い青島温州の着果
量が少なかったこ
と、併せて台風の影
響により傷果が増え
摘果をせざる得な
かったことから、肥
大が進み目標を大き
く下回る結果となっ
た。今後は、摘果や
肥培管理等の技術指
導の強化を目指すと
ともに、関係機関に
おける情報共有を更
に密にし、目標達成
に向けて上位規格品
であるL・M・S階級
果実の増加と安定生
産を推進していく。

浜松
市
湖西
市

とぴあ
浜松農
業協同
組合

果樹
(柿、
梨、中
晩柑）

【果樹(柿、
梨、中晩
柑）】　浜
松次郎柿ブ
ランドの出
荷割合を増
加

88.7% ― 96.3% 97.3% 96.0% 117.8%

目標に
対して
117.8%
の達成
率を挙
げるこ
とが出
来た。

果樹
(柿、
梨、中
晩柑）

【果樹(柿、
梨、中晩
柑）】　中
晩柑「はる
み、不知
火、せと
か」の全出
荷量に占め
る推奨品種
の割合を増
加

27.1% ― 44.4% 45.3% 43.8% 108.9%

目標に
対して
108.9%
の達成
率を挙
げるこ
とが出
来た。

果樹
耕種作物共同利用施設
集出荷貯蔵施設
柿梨選果場

104,989,500 49,995,000 54,994,500 H24.7.31

摘蕾、摘果指導によ
り高品質果実の出荷
割合の維持が図られ
た。非破壊セン
サー、カラーグレー
ダーの導入により品
質の安定した商品の
販売が可能となり、
ブランド強化が図ら
れ、成果目標も達成
できた。

今後も摘蕾、摘果指
導等を行い、高品質
果実の生産を行って
いく必要がある。ま
た、非破壊セン
サー、カラーグレー
ダーについても積極
的に活用して品質を
安定させ、ブランド
強化を図っていく必
要がある。

367.3% -362.2%

63.2% 総合所見
都道府県平均

達成率

果樹、茶改植事業については、1事業を除き目標達成しており、十分な事業効果が得られた。
防霜ファン施設整備については、適切な栽培管理や早期成園化技術により目標達成されるように支援、指導していく。
果樹類の集出荷施設については、振興品種やブランド品種の出荷割合を増加させるよう早期に改植等を推進するとともに、上位規格品の増加に向け肥培管理を徹底し安定的な生産を指導する。



整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用(中間評価)

（静岡県　平成26年度）
メ

ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費
備
考

（円）

（工種、施設区分、構
造、規格、能力等） 交付金 都道府

県費

市町村
費

その他

静岡
市

新丹谷
地区柑
橘植栽
組合

果樹
(柑橘）

　【果樹(柑
橘）】　振
興品種の栽
培面積割合
の増加

73.6%
(15.47
㏊)

79.7%
(16.75
㏊)

79.7%
(16.75
㏊)

79.7%
(16.75
㏊)

79.7%
(16.75
㏊)

100%
(21.0
㏊)

-

振興品
種の栽
培面積
割合が
1.28㏊
増加し
た。

果樹
(柑橘）

　【果樹(柑
橘）】　10a
当たり労働
時間の削減

179時間 - - - - 144時間 -

耕種作物小規模土地基
盤整備
優良品種系統等への改
植・高接
1.28ha

2,607,301 1,261,000 1,346,301

平成
23年
3月31
日

平成22年度に1.28
㏊改植が実施され
た園地については
優良品種が良好に
管理されており、
現在79.7%の達成率
である。今後目標
達成に向け順次改
植を実施してい
く。

今後も栽培管理を
徹底し、収量を増
加させる。労働時
間の削減率につい
て調査すること
で、事業の効果の
把握を行う。

静岡
市

加瀬沢
地区柑
橘植栽
組合

果樹
(柑橘）

　【果樹(柑
橘）】　振
興品種の栽
培面積割合
の増加

23.2%
(3.66
㏊)

41.7%
(6.58
㏊)

41.7%
(6.58
㏊)

41.7%
(6.58
㏊)

49.3%
(7.78
㏊)

100%
(15.75
㏊)

-

振興品
種の栽
培面積
割合が
4.12㏊
増加し
た。

果樹
(柑橘）

　【果樹(柑
橘）】　10a
当たり労働
時間の削減

245時間 - - - - 144時間 -

耕種作物小規模土地基
盤整備
優良品種系統等への改
植・高接
2.92ha

4,158,437 1,924,000 2,234,437

平成
23年
3月31
日

平成22年度に2.92
㏊改植が実施され
た園地については
優良品種が良好に
管理されており、
現在49.3%の達成率
である。今後目標
達成に向け順次改
植を実施してい
く。

今後も栽培管理を
徹底し、収量を増
加させる。労働時
間の削減率につい
て調査すること
で、事業の効果の
把握を行う。

0.0% 0.0%

― 総合所見

4年後
（平成
25年）

計画時
（平成
21年）

１年後
（平成
22年）

２年後
（平成
23年）

事業実施後の状況②

達成率
4年後
（平成
25年）

３年後
（平成
24年）

２年後
（平成
23年）

成果目
標の具
体的な
実績①

目標値
（平成
29年）

負担区分（円）特別
枠加
算の
取組
の具
体的
な実
績

成果目標の
具体的な内

容②

都道府県平均
達成率

事業を実施した２地区とも、振興品種の栽培面積については、目標に向けて順次、改植を実施している。
労働時間については幼木のため、成果目標に対する評価はできない。

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
21年）

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

目標値
（平成
29年）

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

事業実施主体の評
価

都道府県の評価

成果目
標の具
体的な
実績②

完了
年月
日

１年後
（平成
22年）

３年後
（平成
24年）

（対象
作物・
畜種等
名）①


